
 

文化祭を終えて 

校 長 中嶋 雅彦 

 11月 2日(土)、秋晴れのもと、第 61回文化祭が行われました。午前中は、舞台発表で 1年

劇、2年劇、3年劇そして吹奏楽部の演奏です。午後は、教科、総合的な時間の学習で作成され

た学習の成果や図書委員会、パソコン部、美術部からの作品展示の発表会です。来賓、保護

者、近隣の小学生など 572名が来校し、文化祭を参観してくれました。生徒が学校で取り組ん

だことを多くの方に見ていただくことは、それだけで励みとなります。また、他の人の目を意

識して、学習に取り組むことは、その学習に人に伝えるという要素が加わり、より深い学びと

なります。 

 この文化祭は、9月より文化祭実行委員長の馬渡美羽さん（3年 3組）を中心として、実行委

員会が自ら考え日程等の準備や当日の司会や運営を行ってくれました。「広げよう 創造の大河 

輝け 希望と絆」という本年度の文化祭スローガンを掲げ、一人一人が協力することの大切や

各学年により目標設定を変えてこの行事に取り組んで欲しいという願いを込めていました。文

化祭のパンフレットに書かれた実行委員長の言葉にもその考えが述べられています。 

 1年劇「名探偵は二人ぼっち」は、謎解き探偵ものの中にユーモアが溢れていました。最後に

は、その家族の深い絆が見え隠れしている様子が演技から見ることができました。2年劇「もう

一つの桃太郎」は、2年生が道徳の時間に学習したことを題材にしたものです。あの有名な桃太

郎の鬼退治は見方を変え、退治された鬼には子供がおりその子鬼の立場になり物語をもう一度

考えてみようというものです。表現することが難しい題材ですが、ダンスを取り入れ明るく表

現されていました。3年劇「グッドバイ・マイ…」は、生き方について深く考えさせられる劇で

した。3年生の現在の心も表現されていたように感じました。さすが、3年生、演技もしっかり

していて、鑑賞しやすいような工夫がなされていました。吹奏楽部の演奏は、迫力のある音の

中にも安心感を与える素晴らしい演奏でした。10月に行われた第八地区祭でも多くの地域の方

から拍手をいただいた光景が思い出されました。また、展示発表で

は、それぞれの学年が、総合的な学習の時間で学んだ成果を発表し

ていました。1年ごとの成長が、それぞれの作品から見て取ることが

できました。他の生徒の作品を見る、先輩の作品を見る、自分の作

品を他と比較してみるということは、良さを学び次の学習に生かす

ととともに、自分を客観的に見ることにもつながります。 

当日のアンケートでは、「展示場案内図がわかりにくい」とのご指摘もありました。今後の改

善につなげていきたいと考えています。これからも、保護者、地域の方々のご支援をいただき

ながら、子供たちの健やかな成長を促していきます。 
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 今年も保護者や地域の方々からたくさんの声をい

ただきました。   

６１回の文化祭全体の指揮をとった実行委員長の西先

生の苦労は並大抵ではなかったと思います。西先生をは

じめ、学校全体も更にステップアップをめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２７日（日）、北町小学校校庭で「ふるさと北町まつり」が開催されました。 

 吹奏楽部の演奏では、多くの観客の皆さんから拍手をいただき、会場を盛り上げてくれました。１年

生のダンスものりがよく、大変好評を得ています。 

 ＰＴＡ役員の方々もチョコバナナを作成、好評のもと完売でした。見た目も工夫がされていてとって

も美味しかったです。地域のなかでの活躍、皆さんありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

瞳に映った景色から住所を割り出し、見ず知らずの人が家に押しかけてくる。こんな事件がおきてい

ます。現代は、あまりにも便利の世の中で、性能もどんどんあがり、瞳に映る景色から住所が特定でき

てしまいます。一度、ＳＮＳに載ると、拡散されて一生消えません。軽はずみな気持ちで載せないこと

が必要です。 

 

 

   

 

「税の標語」（応募総数５２６８作品）において、２年２組 阿部 凛夕 くんの作品が「全国関税会

総連合会入選」に決定いたしました。１１月２１日に区民・産業プラザにおいて表彰されます。 

 令和元年度文化祭実行委員長を務めさせていただきました美術科の西です。 

 文化祭は運動会、合唱コンクールと並ぶ北町中学校の三大行事と言われています。展示部門で学年ごとに様々な展示物を作り、

舞台部門ではキャストも裏方も全員協力して素晴らしい演劇や演奏を披露しました。 

 私が文化祭を見て嬉しかったことは、いつもと違う生徒の一面や活躍する姿をたくさん見られたことです。準備期間に周りと

協力して制作する姿、体育館の舞台に立って発表する姿、それぞれがやりがいをもって取り組んでいました。観劇や鑑賞の態度

も素晴らしく、作品の制作のみで終わらせずに互いの頑張りを認め合うことができていたように感じます。得意な分野を生かし

てあげられよう、これからの指導に生かしていきたいと思います。 

 今年度のスローガンは「広げよう 創造の大河 輝け 希望と絆」でした。一人一人が協力し、個性の輝いた文化祭だったので

はないかと思います。 
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